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リフレッシュ医学教育のご案内   



国立大学法人医学部は、日本国民かどこに住もうと、安心  

して医療を受けられ5よう、医療の賀を保‾ら、絶え間なく人材  

を供給すうという社会的責務を負っています。し糾ノなから、  

現在でも地域における医師の確保は充分ではなく、医師不足  

は大きな社会問題となっています。これまでにも、班府の医師  

確保対策として様々な施策かなされてはきましたか、依然とし  

て地域の医師不足は解消±れていません。このような状況の  

中、山形大学総合医学センターは、過去の地域での医師不足  

対策を越え孟方策を真正面から研究し、特に地域医療へ大学  

医学部か頁南犬でき5方法を研究し、新たな生涯教吉システム  

を地方白子昌イ本（県）と共同で創設することを目標に、文部科学  

省の競争的資金平成16年度「主計代的教育ニーズ取組支援プ  

ロクラムニ生涯医学教育拠点形成プロクラムー包括的地域医  

療支援機稿創設【」を基に設立士れました。   

センターは、全国の地方自治体及び関係機関との密書妾な連携に  

より、地域の医師の教書ニーズに呼応した生涯教書支援及び医師  

等のリブレツ三ノユ（再教育）に対する支援在行うことで、医師の定着  

在図り、医師の偏在解消も含めた班士或の医療環境の充実、医療レ  

ベルの向上、地域住民の僅倭増進を通して地域社会の活性化を目  

指しています。  
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1」フレッシュ教育とは、専門医として長年勤務後に定年退職した  

医師、基礎医学・社会医学を専門としてきた医師、あ急いは定年前  

であっても地域医療への貢献を望まれる就冒識希望医師に、総合詰  

療を研修す急場を提供し、地域医療を担う“¶般医（ge［巳ral  

Physjcia［）”として地域医療に貢南札ノて頂くものです。   

あわせて本事業では、出産・子看て・介護を終えた女性医師の再  

試臓支援も行い、特に女性医師の割合の多い小児科、産娼人相医  

師の詔療科偏在の是正にも貢献す急ことが期待士れます。  
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研修の期間、科目は先生方のキヤt」ア一に応じて正憲  

ひ頂けます。  

このプロクラムは＼山形県に限ったものではありません。  

壬国の白岩体、医師会ドクタ¶ハンク等を通じて就召鼓先を  

お選びいただけます。  

循環器内科／呼吸器内科／糖尿病代謝内科／小児科／  

外朴整形外科（百折喜要断、創傷処置）目鼻科／皮膚科／  

顆急蘇生法／など  

＊お問い合わせは■  

出影東学医学部総合医学教育センタ臨へ   

E－mai］：mededu＠mws・id・yamagata－u．aC．jp   

TEL：023T628－5349／FAX二023－628－5351   

【▼▼■‾「‾【【▲‾▲－「▼叩‾叫一一－－¶－・＝丁Tl “ －－－一一－一「－－－ 「 －rtTT叩一一「－了＝   仙   ×緑撮票三（各種単純撮買三、（二T）／心電図／腹部エコー  



山形大学医学部総合医学教育麿汐タm規程  

（平成19年2月20日制定）   

（9）その他地域における医学教育支援に閲す5こ  

と。   

（部門）  

第6条 センターに、センターの業務を分掌士せ孟   

ため、次の部門を置く。  

（1）リフレッシュ事業部門  

地域医療に従事する医師等のニーズに呼応した   

多様な教育研修コースを提供するとともに、相談   

室やドクターバンクの設置・運営を行い退職医師   

及び臨床へ復帰す孟研究者等を支援する等の業務   

を所掌す忌。  

（2）生涯教育部門  

地域医療機関に勤務する医師の教育ニーズを調   

査し、ニーズに呼応した生涯教育プロクラムを策   

定するとともに、所属外での研修体制を支援す5   

等の業務を所掌する。  

（3）遠隔医療部門  

全国の地域医療機関との問にITネットワーク   

を構築し、遠隔医療による医療援助を行う等の業   

務を所掌す孟。  

（4）企画・広報部門  

広報誌の発行、インターネットを介した情報提   

供、生涯教育セミナーの開催等を通しての生涯教   

告に閲す急信報を提供し、地域病院医師及び医療   

従事者等との情報交換の円滑化のための企画を行   

う等の業務を所掌する。  

2 前項の各部門に、告肝『長を置く。  

コ 各部門の構成員は、センター→貢が指要する。   

（運営委員会）  

第7条 センタ】に、センターの円i胃な運営を図る   

ため、山形大学医学部総合医学教育センター運営   

委員会（以下「運営委員会」という。）を置く。  

2 運営委員会に関する事項は、別に定める。   

（事務）  

第8条 センターに関する事務は、センター及び総   

務・学務ユニットにおいて処理する。   

（そのイ也）  

第9条 この規程に定めるもののほ力＼、tZンタ一に   

閲し必要な事項は、学部長力渦」に定め急ことかで   

きる。  

附 則   

この規程は、平成19年2月20日から施行し、平成  

19年2月1日から適用する。  

（設置）  

箋1条 山形大学医学部に、山形大学医学部総合医   

学教育センター（以下「センター」という。）を   

置く。   

（設置目的）  

第2条 センターは、山形県等の地方自治体及び関   

係機関との密接な連携により、地域の医師の教育   

ニーズに呼応した生涯教育支援及び医師等のリフ   

レッシュ（再教育）に対する支援を行うことで、   

医師の定着を図り、医師の偏在解消も含めた地域   

の医療環境の充実、医療レベルの向上、地域住民   

の健康増進を通して地域社会の三吉性化を目指すも   

のとする。   

（職員）  

第3条 センターに、次の職員を置く。  

（1）センター長  

（2）副センター艮  

（3）部門長  

（4）教員  

（5）その他の職員  

2 センター長は、苧郡長が指名する音■をもって充   

てる。  

3 副センター長は、センター長か指名す5。  

4 部門長は、センター長か指名する。   

（職務）  

第4条 センター昆は、センターの業務を統括する。  

2 副センター長は、センター長の業務を補佐する。  

3 部門長は、センター」蔓を補佐し、担当郡門の業   

務を処理す孟。  

4 教員及びその他の職員は、上司の命を受け、セ   

ンターの業務を処理する。   

（業務）  

第5条 センターは、次に掲げる業務を行う。  

（1）医師等のリフレッシュ（再教育）推進事業に  

関すること。  

（2）生涯教育についての二…ズ調査に関すること。  

（3）学習ニーズを踏まえた生涯教育カリキュラム  

の作成に関すること。  

（4）けネットワークによる医療支援に関すること。  

（5）地域医療の実態調査に関すること。  

（6）地域医療の支援のための科学的データ解析に  

関すること。  

（7）広報誌、生涯教育セミナー等による生涯教育  

についての情報提供に関すること。  

（B）地域病院医師及び医療従事者との情報交換の  

円滑化に関すること。  
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